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分割表項目数量化の荻野法に寄せて

水 谷 静 夫

o. *稿の意図

本誌120集l乙載った荻野綱男の方法[文献1Jは， 属性的項目の分布を示す分割表にお

ける《最適尺度法》のー解法と言へる. 荻野が出したやうな例lζ限らず， 乙の方法が使へ

る問題は多い. 原理的 に は axb 分 割 表(JljJちデータがa行b 列の行列として表示さ

れるもの)の形にまとめるのが適当な場合には， 乙の方法が利用出来る;但しaやbが少

なくとも 3でなければ， 使っても実際的価値は之しい.

荻野法の計算自体は別lζむづかしくはないが， 逐次近似計算なので手間がtltかる. 該論

文左15頁に言ふìillり， 言1・t?:機やプログラム電卓を使はなければやり切れまい. そこで本稿

では， 先づ， 乙れを計算するBasic プログ ラム を提示する. 第二fC. 荻野の例より相当

lζ大きい或計量語必論的問題lζ適用した結果を報告する. 第三lζ， 荻野法を伎ふlζ当つて

の若干の注意を述べる. 以上が本稿の意図である. 理論的な事柄は， 予定されてゐる岩坪

秀ーの論文lζ待つ.

1. 荻野の例と水谷のプログラム

荻野が120集lζ表1として掲げたデータに対し， 筆者の書いたプログラムCRQ1を走ら

せた出力が， 図1である 実用上の収束判定条件を， 繰返し計算の前回との差がすべて 5

X 1 0-4未満とした;即ち小 数第三位ま で有効数字が得られるやうにした. ループ7回で

6回目と有効数字が全く同じになり， 従って数量化計算は乙〉で打切られた.

図1の6回目の値を読者が 120号の結果と比べる労を惜しまなければ， 筆者のの方がす

べて正確に 1だけ小さい事に気づくであらう. その理由は後lζ述べる. 又， 図1の出力に

は， 荻野がしなかった， 結果の規準化と最大化された積率相関係数の計算とが， 加へであ

る. 念の為fC言へば， 規準化とは， 変量x.Yそれぞれに， 平均がOで分散が1となるや

うに変換を行ふ事である. 乙の方法による結果は相対的なもの故， かhる変換を施しても

何ら本質的な違ひは生ぜず， かっ同類の他の結果と比べるのに便利なので， 規準化する事

はこの極の扱ひでは常套的な手段である.

さて乙の計算をしたプログラムCRQ 1を図 2 fζ掲げる. ζれは. ACOS 6 (東芝)の

対話型時分割システムの下で働くBasicで書いてある. やh冗漫な所もあるが， 分りよさ

を旨として書いたつもりである. プログラムの構成は，

行 0001- 0040 制御用定数などの設定

行 0100 データ読込み
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(20 ) 分割表項目数晶化の荻野法IC寄せて

図I 荻野の例のCRQ1出力
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ヨFシ・ユン力ノサí'1ンシ・11シ: .007 SEC 

2.842 4.37:2 5.000 

3.443 4.666 5.口00

3.53今 4.709 5.00口

3.547 ゐ.716 5.000 

3.549 4.717 5.000 

3.550 4.717 5.000 

行1000-1310 データ要自の計算・提示 (入カの正しさの確認用)

行2000 -2910 数量化計算とJレープ各国の結果の提示

行3000-3600 規準化計算・提示 (相関係数も)

行4000-4199 印刷の下請

行4300 -4399 最小値・最大値決定の下請

配列名と主な変数名との使途は，

F: 分割表の各ますの値を入れる配列;

X， Y: 第g回目の計算結果を入れる配列; U， V: 作業用配列;

N1， N2・ 行・列の周辺皮数を記す配列; N: データの大きさ;

L， S :  最大値・最小値; W， C， D: 作業用;

M1， M2， D1， D2: x，yの平均値・標準偏差の算出用.

とhで， 図 1の結果が何故 1だけ荻野の示したものと迷ふのかを述べようー 一言で述べ

れば計算時間を短縮する為である. 荻 野の 論文の左15頁③の式1(見る通り， (中間)数値

の算出1(当ってそれぞれ， 比例させた値1( 1を足してゐるが， 乙の足し算はたY値を 1か

らaまで又はbまでに配る為にだけ役立ち， 最終結果に対してはそれ以外に何の貢献もし

ない. もし乙れをOからaー1 又はb -1 までに配るとすれば， 全くいらなくなる足し算

である. 荻野法で得られる結果は相対的なもの故， 乙の変更は乙の方法にとって本質的な

変更ではなく， 殊1(結果を規準化してしまへば全く同ーの数値lζ達する. 図 1の例で言っ
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ても， 言はば乙の無駄な計算に (6+4)x7=70回のステップを費す. 後述の図4の計算で

はそれが約一万六千固にも上る. 幾ら計算機にさせるからとて， 無駄は無駄である. 従っ

て乙の改修を施した もし荻野式の値が欲しければ， 最終値に 1を加へればよい.

なほ荻野は「普通5-7サイクルで値が収束する.Jと言ふが， 乙れは恐らく彼が手掛

けた寸a法の小さい分割表の場合の事である. (ζの点は後で再び取り上げる. ) 寸法がもっ

と大きい分割表データを処理するには， 一々中間出力をするCRQlは不適当であり， 又

データの与へ方も行5001-500 4の形式lζ限っては， 使ひ勝手が頗る宜しくない. そ乙で別

iζCRQ2が作つであるが， 紙幅をl伝って そのプログラムリストは割愛する. 次の節lζ述

べる例は， そちらで実行したものである.

2. 2十量語集論からの一例

水谷が文献2で扱った問題lζ荻野法を使ってみよう. その問題とは次のやうなものであ

る. 割り切って言ってしまへば飽かず別れた女を後日追ひ求める唄である『湯の町エレジ

ー』と『上海帰りのわレ』とではあるが， しかし， 曲認の事を別にしても， 乙の二つから

受ける我々の感じは著しく迩ふp その途ひが用語面から客観的に捉へられないか. 乙の二

簡に周辺の十八前を併せ， その用語情況を林知己夫の数量化理論 第IV類. j:j'í III類の方

法によって分析し， 成功と言へる結果を導いたのが， 文献2である.
つゐ

荻野法は或怠味で第III類の方法lζ似た簡略版である. (双対的だからどちらをzと見
てもよいが)キ一語をX， 作品をUとして両者を同時的に数量化しようとする. 数量化第

III類ではキ一語出現の有無のパターンを手掛りとして作品の仕訳を企てる. そとではキ

一語の使用度数の多寡は捨象されてゐる. 荻野式によれば使用度数の情報まで仕訳に参与

させる事が出来る. だからと言ってどちらの方法が圧倒的に優れてゐるとは速断し難い

これは数理ばかりで決定出来る性質の問題ではない. 計量語梨論の方法論の問題として大

変に興味深くはあるが， 本稿ではその議論を保留し， 乙の類ひの分析にも荻野法の使途が

ある事だけを例示するにとYめる.

図3は乙の例題のデ ータで あるが， 見易さを 考へて， CRQ2で計算した図4fC示す結

果に基づいて排列しである. 荻野法(11:限らずこの類ひの分析法)は， 要するに， 素データ

から図3のやうな一層整った形のデータ排列を得， 更にそζに隠れた秩序を読み取る為の

方法とも言へょう. 図3の右側lζはキ一語l乙， 下側lζは作品11:， との方法で与へられた値

(即ち図4の規準化されたお， YJ)を書き添へておいたが， その下側の値の組lζ見る通り，

想定した作品群仕訳lζ成功してゐる.

こ'>.fC挙げた20wだけを考へてみても， およそ歌謡曲におのづからなる線型関係は期待

しにくく， それらは多側面的な存在と見られるであらう. にも拘らずキ一語をうまく選ぶ

事によって， 0.834といふ相当に高い積率相関係 数を有つやうな， しかも我々の直観的な

綜合判定による分類を哀付ける， 一次元的排列が出来た事は， 注目に価する. 荻野法によ

るとの結果は， 文献2での分析結果と大局的に合致する. 相異なる三巡りの方法でほY同

じ結果が導けたから， 乙れら歌謡曲の用語法にかなり安定した秩序・椛造の存在を考へる

事は， 強ち無理でない.

92 



(22) 分割表項目数泣化の荻野法IL寄せて

図2 プログラムCRQ1
0001 PRINT ・・
0002REト1

7"ンカ勺ーヒョウ コウモワ スウリョウ1J (1Jつ手ヨウ オ司ドノ=ホウ)"
ミ'ゲザニシり"ヲ 1980 04 19 

0003 T$=urコワコ"1J"ワ.J 120:.':l?ノサイコ" ヱウリョゥr ←梓恩持、る
0004 PR工NT "## 11; T$; 11 #:件"

322Dm p::::6hNt〈ω，N2ω， X(1，ω，y(針。， U(4， 1) ，V(1，6) l分割哀の大きさ
0020 LET A=今 ￥ B司 ￥ E=.0005 1 Iて令Iå-辻て指定
。030 A口=A-1 ￥ BO=B・・1
00'，0 G=1 :� N=Zロ=口

ワ!OO MAT REAO X.F 

。110 門AT Y=ZER 
1口00 PfL::NT ・・X . .' シュηヘシ ト、、文句2・・2

1010 FOR 1=1 TO A 
句白土o W=O 

!030 FOR J=1 TO B 
10[，0 W�F:: 1・J)+t.J

105fJ �JEXT .J 

!ObO N1(!):=:凶 ￥ PR1NT l"; 
1070 N=W+N 

10.s0 fJEXT 1 
10"0 PRINT 

:l180 PRINT 

1100 PRINT "Y ノシュゥヘン ト"ヌウ:";
1110 FOR J=1 TO B 
1120 W=O 

1130 FOR 1=1 TO A 

1140 W=F(I，J)+凶
J�SO NEXT工
11ιo N2(J)=ω :￥ PRINT W; 
!170 NEXT J 

1100 PRINT "予‘-"1ノオオ干す:";N

:l200 PRINT 

13口o P R工NT "X ノショヰFヲト"iTAB(16) ; 

131口 GOSUB 4110 
1守守口 Z=Tl門(A) 1 24 守口 Z=T1門( C) 
20口口付AT V=X*F 
2010 L=O + S=守中99守守守
2020 FOR J=l TO B 

2030 W=V(1，J)/N2(J) 

2040 GOSUB 4300 

2050 VI1，J)=W 
20ι口NEXT J 
2100 K=BO/IL-S) 
2110 0=1 
2120 FOR J=1 TO B 
2130 W=(V(l，J)-S)'降K

2140 IF ABS(Y(J・1】ー凶)(E THEN 2160 

2150 0=0 

2160 Y(J，1)=ω 

2170 NEXT J 

í 2500 門AT U=Fl・y

251口 L=口 ￥ S=守中守守守守守

2520 FOR 工=1 TO A 
2530 ω=U【工t1)/N1(工〉
25'与o GOSUB 4300 

2550 U (l ， 1) =ω 

2560 NEXT .1 

2凸00 I<=AO/ (L-S) 
2610 C=l 

2620 FOR 1=1 TO A 

2630 W=(U(1，1)-S)後1<

2640 工F ABS(X(l，l)-W)<E THEN 2660 
2650 C=白

1 2払o X(ld)=ω 

j2670 NEXT 1 

2240 ZO=TIt1(B)-Z+ZO 1 2740 ZO=TI門(0 ) ーZ+ZO

2250 GOSUB 4000 1 2750 GOSリ120 4100 

2900 lF C*O=l THEN 298ロ

2910 G=G+1 ￥ GOTO 1990 

2守80 PRINT TAB<:15H "7.巧リョウ力 ノ守イサン シ"1J:f: "; lNT (1000* ZQ) 11000;・'SEC'・

2守守o PRINT 

3000 PRINT " 後** サッ力 ノキ:.，" �ン向 後侵後'・

3010 門1=門2=01=02=0

3020 Z=TI門(E)

3100 FOR 1=1 TO A 
3110 W=N1(!) ￥ C=X(ld) 

3120 ω=w*C ￥ 門1=門1+ω

3130 101=101'・c ￥ 01=01+101

3140 NEXT 1 
315口門1=門1/N
3160 01=SQR(01/N-門1様門1、
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320白FOf< J =l TO 120 
3210 W=N2(J) ￥ 0=YCJ，1) 

3220 101=101*0 ￥ 門2=門2+101
3230 ω=ω骨D ￥ 02=02+凶

3240 NEXT J 

3250 t12=門2/N

3260 02=S&R(02/N-門2・門2)
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図2純を
3300 1.1=0 
3310 FOR 1=1 TO A 
3320 I<=X (1.1) 
3330 FOR J=1 TO 8 
3340 ω=K*Y(J.1)...F(工，J )+W 
3350 NEXT J 
3360 NEXT 1 
]]70 1.)=(凶/N-門1*門2)/01/02

3380 Z=TIM(F)-Z 
3:3守口 PR工NT

350口PRINT "X[1コ:-_11
3510 FOR 1=1 TO AO 
3520 PRINT USING 3777. (X(1.1l-M1l/01; 
3530 tJEXT 1 
354ロ PRINT USING 3777. (X(1.Al-M1、/01

3550 PR工NT "Y[Jコ:ー-"
35凸o FOR J=l TO 8.0 
3570 PRINT USING 3777. (Y(J.1、ー門2)/D2;
3580 NEXT J 
35守口 PRINT USING 3777. (Y(巴.1)ー門2)/02

3とう00 PRINT "ソウ拘:ノ 守イヌ門2・・5工NT< 1000"'1.)) /1000 
:::610 PRHH 
3620 PRINT TAB(1S);・1=f::.I"ュン百 ノ ワイサン シ柄拘ン:"; INT (1000*Z) /1000; "SEC'・
3630 STOP 

3777: *キ持11. j場枠株
400口PRINT "===";6;11力イメ ノY";TA8.(24H 1 '. 100 PRINT " 一ーーー オTシ、.ワx "; 
'.0:0 FOR J=l TO 8.0 1 ， .110 ドOR 1=1 TO AO 
40:::0 PR工NT USING 3777. Y(J.1l; 1412 0 PRINT USING 3777， X�1.工);
4030 r-.!EXT J I今130 NEXT 工
4048 PR工NT USING 3777. Y(8..1l 1 4 140 PRINT US工NG 3777， XO，M 
40守守 RETIJRN 1 4199 RETURN 

ら300 IF 1.))5 THEN 4320 
今310 5=ω 
4320 IF W<L THEN 43守守
4330 L=凶
43守守 RETURN 

5000 OATA 0・1，2.3
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序でに， 話がや』脇道lζ入るが， 数量化第III類との関係について一言しておく. 荻野

[法のデータ行列を作り替へて， fuミ 1 の所は改めて 1， fu=O の所 は そのま�O!Lす

れば， かくて得られるデータ行列はまさに第 III類のそれである. かやうに作り替へたデ

ータlζ荻野法を適用すればどうなるかを実験的IC.確かめたと乙ろ， 次のやうになった. (1) 

荻野法で得られる相関係数は， 第III類の方法での第一軸値lζ関する相関係数と等しい.

(2) X;の値は， 時l乙符号が逆になる場合がある事を別にすれば， 即ち絶対値としては， 第

一軸値と一致する. (3)釣の値は， 両方法の算出法の途ひのせゐか， 一致しない. 乙の(3)

に対する数理的究明をまだしてゐないが， 荻野法は数量化第III類と縁が深い方法である

と言へる.
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分割表項目数量化の荻野法に寄せて
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図4 キ一語使用度数に基づく取謡曲仕訳(CRQ2の出力)
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図41ζ結果を示した計算を始めるに当って， 業データ行列を一見しただけでは各キ一語

にどんな初期値を与へるのが良ささうか見当がつけ難かったので， 図41ζ見るやうな， か

なりでたらめな値の組を与へてみた とれは 最終値を近似するやうなものでなかったので

(実験の為わざとさうしてみたのであるが)， 実用上の収束lζ至るまでに三百四余りの繰返

し計算を要した 文献11ζ， 初期値がどうであれ「わずかにサイクル数が1-2回多くな

るだけJと言ふのは， 荻野の勇み足である 因みに， 図4の最終結果を知った上で， 規準

化したお の小数第二位までの値(従っ て負数もある) を初期値として与へて験したと乙
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(26) 分割表項目数量化の荻野法IC寄せて

ろ， 今度は 6回の繰返しで 実用上の収束を見， との計算時間は0. 2秒 (図4のは12. 7秒程)

であった.

3. 荻野i去における初期値の問題等

今述べた返り， 荻野法を使ふ場合には初期値の与へ方lと一考を 要する. 文献1 IC明記し

てないが， 解法の形式的性質からして，

すべての初期値を同じ値にしてはならない.

その極端な場合として， すべてを 01とすればどんな事が起るかを考へてみるがよい. かう

いふ初期値の組が無効である事は， すぐ分るであらう 又， {O， 1， 2， 1， 1， 3， 1， 1}のやうな

等しい初期値の多用は， それらに対応するデータ分布が似てゐない限り， 計算能率を

落す原因となり勝ちである.

分割表の寸法が小さい時には， 等しい値が多くても (すべてではない限り)苦になる程の

計算時閣の開きが出ない もともとごく短時間に処理し切れるからである. しかし前節で

例に挙げた程度の 規模になると， 大きな開きが出る. 最終結果 (の少なくとも大小順) を

近似する初期値であれば， 当然， 計算時間が短くて済む. しかしどんなものが近似値なの

か， 一般には， 事前lと分らない. だから こそ計算lζ訴へる必要が有る訳である. それにし

ても， 理由もなく変な値の組を使ふのは避けた方がよい. 特IC， 消費時聞による打切り制

を採ってゐる計算センタを利用する場合には， かうした注意が必要であらう.

本fí*ïの計算はすべて筆者の大学の中型機で行ったが， 十秒を越す 計算といふのは筆者自

身は他IC余りしてゐない. 乙の点からすると， 荻野法は解き方の直観的な分りよさにも拘

らず能率的な計算法ではないやうに思はれる. 算法 (algorithm)の改良が期待される.

結果の解釈法は 計算方式とは別の事であり切り離して論ずべき事柄ながら， 一つだけ言

及しておかう. 図3の「リJレ」は， 特定作品にだけ集中してしかも著しく多く使はれてゐ

る点で， 特異なキーである. さういふ特異なキーを含むと， 相関関係、が大きい割にすっき

りした結果が得られない事が有る. 文献2の25キ一語を 本稿では五語ふやして30としたが，

25キ ーによる荻野法の結果では相関係数が 0.883と大きかったのに作品仕訳としては鋭い

結果にならなかった;それで五つのキ一語を追加して特異キーの影響を弱めようとしたの

であった. 一般には， 相関係数の大小が数量化の成功の度合の指標になる. しかしさうで

ない場合が有る事を心得ておくのも無駄ではない.

4. 附言

計量国語学の分野では特IC， 具体的問題としては異なっても形式的には同じ処理法が反

覆して使はれるのが普通である. さういふものをプログラム化して蓄積して行けば， 単体

としては簡単なものであっても幾っかをつないで使ふ事lとより案外の仕事が出来， 研究能

率が上がる. 荻野法もさうした単体のーっとしてプログラミングした 筆者は， ζの学年

の演習題自に 計量語染論支援プログラム集の作成を取り上げたが， 本稿のプログラムはそ

の教材の一つである. 乙の演習で， 実用IC耐へるプログラムをせめて十種は作らせたいと

思ってゐる. ユ ーザ屈の拡大により使用体験からのフィードパックでプログラムの質を高
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(27) 

ひろ
め範囲を拡げる途も妬ける. 因みに数量化理論第III類を語染論IC適用する西村恕彦作

LIKE3の移植により， それを使って卒業論文を書いた又はまとめつ』ある学生が既に四

名あり， 文法論・表記論等を含め計算機利用の卒業論文は本年度予定のものまで併せて十

五六前になる. 上記の演習題目はかうした動きに支へられてゐる. 文科系だからプログラ

ムが書けないといふ事は無い 況や， 自動車の運転と同様， 作れない者には使へないとい

ふ事は全く無い 但し工科系の伏ひ方を徒らにまねるのでなく， 文科系には 文科系の使ひ

様が有る点を銘記すべきであらう. 国語学界にさういふ気運が現れてもよい頃ではないか.

本稿でプログラムを公開したのは， そのIlfび水になる事を欲してである.

なほ先ICーす触れた荻野法と数量化第III類との関係の考察には， 線型代数学の知見が

いる. 旧世代人である筆者は乙の穫の教育を 受けて来なかった 現代日本語lζ関する卒業

論文の数が， 理・工学部で文学部1を上廻る勢ひである現況を見るにつけ， 大学の国語学教

育のカリキュラムが在来のま』でいいかどうか， 大いに気1怒りである. 蛇足御容赦.
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